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を調整する o 50GHz マイクロ波を照射したときの I-V特性が接合キャパシタンスのある場合とない
場合とで明らかに異なることを指摘して，問題提起としている。シミュレーションでは RCSJ 模型
(抵抗とキャパシタンスで短絡した接合の模型)を使って位相差の運動方程式を解き，位相差のスペク
トルとストロボ写像を求めて周期運動からカオスへの移行を解析している。カオス状態のストロボ写像
は一次元写像関数になっていることに注目して，一次元写像とパラメーターの関係を議論している。非
線形 2 次微分方程式を解いて一次元写像を求める方法を使ったことがこの研究の独創的な点である。位
相差の運動状態が周期的からカオスに転移すること，換言すると安定解から不安定解に変化するのは，
一般に一次元写像の形と移動によって生じる。一次元写像について，次のことを明らかにしている。一
次元写像関数が，キャパシタンスの有無により顕著に異なることが指摘され，それによりカオスの違い
が理解された。 DC電流を変化させたときの周期運動からカオスへの移行は，一次元写像の形の変化よ
りも移動によって主に支配されていることがわかった。また， DC電流を増やすと 一次元写像関数の
形が徐々に変化し，キャパシタンスのない場合に近づくことも明らかにした。
これらの結果は，カオスの理解のみならず，ジョセフソン接合を使った電磁波検出の機構および雑音
の発生等の応用上の問題に貢献するところも多く，工学博士に値すると思われるO
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